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総務費
19億496万円

庁舎や財産の維持管理、
税金の徴収、戸籍、選挙
などの経費

議会費
1億5,913万円

議会の運営のための経費

高齢者や障害者の福祉
サービス、子育て支援、
生活保護などの経費

衛生費
24億3,755万円

健康診査や予防接種、ゴミや
し尿処理などの経費

土木費
16億8,326万円
道路や公園の整備・維
持管理のための経費

学校教育、生涯学習
の充実、文化・スポー
ツの振興などの経費

市の借入金（市債）を
返済するための経費

消防費
11億9,165万円
防災活動や消防活
動、消防車両整備な
どの経費

民生費
85億5,757万円

34.20%

9.74%

教育費
43億6,280万円

17.43%

公債費
24億1,245万円

9.64%

諸支出金
8億3,222万円

3.33%

災害復旧費
4億6,491万円

1.86%

6.73%
4.76%

0.64%
7.61%

1.64%
2.42%

農林水産業費 6億643万円
農林水産業の振興を図るための
支援や生産基盤整備などの経費

商工費 4億1,165万円
商工業の育成や観光の振興
などの経費

歳出総額
250億2,459万円

令和6年度 歳入歳出決算を集中審議

どう使われたの？私たちの税金 市民の皆さんが、鉾田市に納めている市税（市民税・固定資産税・
軽自動車税・たばこ税・入湯税）、国や県からの交付金や補助金
などがどのように使われたのかお知らせします。

企　　　業　　　会　　　計 水 道 事 業 下 水 道 事 業

収益的収支
収　入 17億329万円 11億7,320万円 5億3,009万円

支　出 16億5,460万円 11億3,454万円 5億2,006万円

資本的収支
収　入 7億6,716万円 4億5,093万円 3億1,623万円

支　出 13億7,937万円 9億1,227万円 4億6,710万円

会計
区分 一般会計 特別会計

国⺠健康保険 後期高齢者医療 介護保険

歳入 262億6,083万円 130億8,541万円 69億8,743万円 7億7,860万円 53億1,938万円

歳出 250億2,459万円 127億9,764万円 68億6,143万円 7億5,258万円 51億8,363万円

注）四捨五入により記載しているため、合計が一致しない場合があります

一般会計　歳出一般会計　歳出
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その他
地方譲与税
法人事業税交付金
など

2億9,861万円
8,939万円

計7億7,809万円

市民税、固定資産
税、軽自動車税、市
たばこ税など

繰入金
8億9,865万円
特別会計や基金な
どから一般会計へ
移されるお金

繰越金
13億45万円

決算上余剰金が生
じ、翌年度の財源と
して繰り越すお金

その他
寄附金（ふるさと鉾田応援寄附金など）

使用料及び手数料
など

3億3,936万円
1億1,062万円

計10億6,750万円

国税（所得税・法人税・酒税・消費
税・地方法人税）の一定割合を財
源として、一定水準の行政サー
ビスを受けられるよう国から交
付されるお金

特定の事務事業に対
して、国から市に交
付されるお金

県支出金
15億2,362万円
特定の事務事業に対
して、県から市に交
付されるお金

地方消費税交付金
11億789万円

国や県が徴収した消
費税の一部が市に配
分されるお金

市債
25億3,730万円
市が大きな事業を行
うにあたり必要な財
源を国・銀行などか
ら調達する借入金

市税
53億6,484万円

20.43%

4.06%

4.95%

3.42%

地方交付税
70億5,706万円

26.87%

国庫支出金
46億2,544万円

17.61%

5.80%

4.22%

9.66%
2.96%

自主財源
32.87%

依存財源
67.13%

歳入総額
262億6,083万円

令和6年度 歳入歳出決算を集中審議

どう使われたの？私たちの税金特 集

会計
区分 一般会計 特別会計

国⺠健康保険 後期高齢者医療 介護保険

歳入 262億6,083万円 130億8,541万円 69億8,743万円 7億7,860万円 53億1,938万円

歳出 250億2,459万円 127億9,764万円 68億6,143万円 7億5,258万円 51億8,363万円

※「自主財源」とは、地方公共団体が自主的に収入できる財源
※「依存財源」とは、国や県により定められた額が交付される財源

一般会計　歳入一般会計　歳入

次ページから
令和６年度に行われた
主な事業を紹介するよ。
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決算書はこちら 決算に関する説明書はこちら

部活動地域移行実証事業部活動地域移行実証事業

スポーツクライミング推進事業スポーツクライミング推進事業

空家対策事業空家対策事業

休日の部活動を段階的に地域展開するため地域クラブの
実証事業を実施しました。クラブ員の保険加入から地域
指導者への報酬支払いまでに地域クラブの事務局が行う
べき事務について課題を抽出しました。

スポーツクライミング専用施設であるとくしゅくの杜ス
ポーツクライミングセンターの特性を活かしクライミン
グ体験教室や全国規模の競技大会等を開催することによ
り、スポーツクライミングの普及向上と市の魅力を発信
しました。

空家の定期的なパトロールを実施し、管理不全空家の所
有者に対し適正な管理を指導するとともに管理が良好な
空家については「空家バンク」を活用し、鉾田市への移
住・定住の促進を図りました。また、管理不全空家に対
する解体費の補助を実施しました。

主な事業

主な事業

主な事業

117万円

706万円

750万円

市 HP で令和６年度決算書及び決算に
関する説明書が公開されています。
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※決算額は四捨五入により記載しています。　※イラストはイメージです。

公共交通対策事業公共交通対策事業

ふるさと鉾田応援寄付ふるさと鉾田応援寄付
記念品事業記念品事業

安全で安心なまちづくり安全で安心なまちづくり
推進事業推進事業

健康増進施設管理運営事業健康増進施設管理運営事業

デマンド型乗合タクシー運行事業による
市内における市民の移動手段の確保や市
外限定デジタルタクシー利用助成事業に
より、市外医療機関への通院移動にかか
るタクシー運賃の一部を助成することで
市民の市外への移動を支援しました。

ふるさと納税ポータルサイトを活用しふ
るさと納税による寄付を募るとともに当
市の特産品等の PRを行いました。
寄付件数：18,108 件
寄付金額：330,896,000 円

地区からの要望に対し、通学路等を中心
に防犯灯を設置することで、犯罪行為の
抑止及び市民の防犯意識を高め、安全で
安心なまちづくりを推進しました。

とっぷ・さんて大洋の運営維持と修繕工
事を行うとともに、ほっとパーク鉾田の
再開のための改修工事を行いました。

主な事業

主な事業

主な事業

5,584万円

3,014万円

令和6年度歳入歳出決算
　　　　　　　主な事業をピックアップ
私たちの税金がどのような事業に使われたのかチェックしてみましょう！特 集

１億7,241万円

2億8,137万円
主な事業
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総務企画分科会� 主な質疑
９月16日 

経済建設分科会� 主な質疑
９月17日 

厚生文教分科会 �主な質疑
９月18日 

 メンタルヘルス相談事業の実績は

 安塚公園ふれあい広場管理事業
における除草実績は

 学校運営協議会開設事業の取組みは

 移住定住促進事業の取組み実績は

 国道51号線歩道工事の進捗は

 各種検診の受診率等は

所管：政策企画部、総務部、会計課、
　　　議会事務局

所管：環境経済部、農業委員会事務局、
　　　建設部、上下水道部

所管：福祉保健部、福祉事務所、教育部

問 職員のストレスチェックの結果は。

答 �高ストレス状態の職員が約２割に達して
いる。残業時間や業務整理を行うことか
ら講じていきたい。

意見  �88名の職員が早期退職している状況もあ
ることから、マンパワー不足解消に向け
た思い切った改善策を期待したい。

問 安塚公園ふれあい広場の除草実績は。

答 �広場内を年８回、ふれあい広場湿地ゾー
ンを年１回行った。施設外周には枝垂れ
桜３本と八重桜30本を植えてあるが管理
は行き届いておらず、枯れた樹木はその
ままである。

意見  �植栽も公園施設の一部で、施肥などの手
入れは必要である。植樹後早々に枯れた
樹木であれば、業者施工不良も考えられ、
瑕疵を問えるのではないか。

問 �学校運営協議会と学校評議員制度の違い
は。

答 �学校運営協議会は、従来の学校評議員の
限定的な権限と比べ、学校運営に深く関
与し、校長作成の学校方針を承認するな
ど権限が強化された。また、保護者・地
域住民と一緒になって学校運営に具体的
に参画できることとなった。

問 �当該事業の委託料における取組み実績は。

答 �持続可能な地域づくりを考える人材育成、
ベジチェックを活用した食育事業など、
多くの事業に取り組んだ。

意見  ��事業に取り組む姿勢を明確にした上で、
不用額を抑えた事業展開を望むとともに、
農家や企業等と積極的な連携を図りつつ、
しっかりと進めて欲しい。

問 �国道51号線歩道工事の完成時期は。

答 �工事完成の時期は未定。
　　�市としては用地買収に取り組んでいると

こ ろ で、残 り12件 の
地権者及び関係者と
の交渉を進めてお
り、84.4％の契
約を済ませてい
る。

問 �健康増進事業における各種検診受診率は。

答 �本市の特定健診受診率は44.1％で、県平
均の37.8％より高い。

　　�本市の前年度に比べ、受診率が減少した
理由は、令和５年度に新規で受診した方
の次年度継続受診が少なかったと分析し
ており、今後は新規受診者開拓と、その
翌年以降の受診を増やす研究をしていき
たい。
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　 決 算 特 別 委 員 会　 
　決算特別委員会は、常任委員会ごとに分科会を設置し、集中審議を行いました。

審査の能率向上を図り、詳細な
検討を行うために置くもの。

　　　　　委 員 長　小沼　勝
委員構成　副委員長　亀山　彰
　　　　　委　　員　議長及び議会選出の
　　　　　　　　　　監査委員を除く議員

９月11日設置

９月22日全体会
　９月22日に行われた決算特別委員会では、各分科会で審査された議案の審査経過が報告され
ました。
　続く議員間討議では、各分科会より「新庁舎・公共施設等の整備について」、「鹿島灘海浜公園
拠点化事業について」、「教育環境の改善と充実に向けて」が提起され、多くの委員から、それぞ
れの事業の執行体制等に係る指摘や改善等を求める意見が出されました。
　その後、討論、採決が行われ、議案第１号令和６年度鉾田市一般会計歳入歳出決算認定につい
ては、賛成少数により不認定となりました。議案第２号及び第３号については、賛成多数により
認定、議案第４号から第６号については、全会一致で認定されました。

主な討論

　事業評価及び改善すべき課題などへの取り組みが見られず、一般社団法人鉾田市観光
物産協会への指定管理委託料と補助金がその典型として挙げられる。併せて、さんて旬
菜館管理事業及びみのわ水鳥公園管理事業等は、法人維持のための委託料となっており、
他民間事業所であれば観光客や交流人口の増加、経済効果の向上が考えられる。販路拡
大支援事業及び地域魅力発信事業では、多くの議員から課題を指摘し改善を求めたが、
見直しも行われず成果が生まれない事業となっている。また高ストレス状態の職員が約
２割に達する調査結果の中、直近８年間で88名の職員が早期退職している状況を鑑み、
これまでの対応が適切ではなかったことに加え、時間外勤務手当ての不払い実態や公平
委員会が機能していないこと、新庁舎・公共施設等整備事業では、事業財源の大半を占
める地方債の特性を広く理解してもらうための説明が不足していたことと併せ、建設候
補地決定プロセスに瑕疵が見受けられ、市民の理解を得るには難しい状況から反対する。

　多くの事業で国県補助金や有利な地方債活用など、事業の根幹をなす収入確保に努め、
財政健全化指標も適正水準を維持し妥当な行政運営であった。中でも新庁舎・公共施設
等整備事業は、基本構想の中で方向性を示し、基本計画策定にも着手、継続した円滑な
事業推進を期待するものである。また喫緊の課題である人口減少対策事業では数多くの
事業が展開され、市内定住が図られたことは事業に一定の効果があった。また公共交通
対策事業では、市外医療機関へ通院するためのタクシー利用助成事業が新たに開始され
た。市民の暮らしを守るとともに将来を見据えた様々な事業が幅広く実施されたことは
評価に値するものである。今後も市民の福祉向上と魅力あるまちづくりが期待できるこ
とから賛成する。

議案第１号　令和６年度鉾田市一般会計歳入歳出決算認定について

反 
対

賛 

成

○流れ
本 会 議 決算特別委員会へ議案を付託

決算特別委員会 分科会設置

総務企画分科会
経済建設分科会
厚生文教分科会

所管事項の審査

決算特別委員会（全体会）
分科会長からの報告、質疑、
議員間討議、討論、採決

本 会 議 委員長報告、討論、採決
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令
和
７
年
第
６
回
臨
時
会

 主 な 日 程 
10
月
10
日〔
金
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
開
会

　
　
　
　
　
　
・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
　
　
　
　
・
会
期
の
決
定

　
　
　
　
　
　
・
諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　
・
市
長
提
出
議
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
・
閉
会

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会

　 主 な 日 程 　
８
月
29
日〔
金
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
開
会

　
　
　
　
　
　
・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
　
　
　
　
・
会
期
の
決
定

　
　
　
　
　
　
・
諸
般
の
報
告

　
　
　
　
　
　
・
行
政
報
告
並
び
に
市
長
提
出
議
案
説
明

　
　
　
　
　
　
　

�（
議
案
第
１
号
か
ら
第
22
号
及
び
報
告
第
１
号
か
ら
第
３
号
、

監
査
報
告
）

　
　
　
　
　
　
・
鉾
田
・
大
洗
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

　
　
　
　
　
　
・
議
員
派
遣
の
件

９
月
２
日〔
火
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
一
般
質
問

９
月
３
日〔
水
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
一
般
質
問

９
月
９
日〔
火
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
議
案
第
７
号
か
ら
第
22
号
質
疑
・
討
論
・
採
決

９
月
11
日〔
木
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
決
算
及
び
財
団
報
告
に
関
す
る
質
疑　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
・
決
算
特
別
委
員
会
の
設
置

９
月
16
日〔
火
〕決
算
特
別
委
員
会
（
総
務
企
画
分
科
会
）

９
月
17
日〔
水
〕決
算
特
別
委
員
会
（
経
済
建
設
分
科
会
）

９
月
18
日〔
木
〕決
算
特
別
委
員
会
（
厚
生
文
教
分
科
会
）

９
月
22
日〔
月
〕決
算
特
別
委
員
会
（
全
体
会
）

　
　
　
　
　
　
本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
市
長
提
出
議
案
説
明
（
議
案
第
23
号
）

９
月
24
日〔
水
〕経
済
建
設
常
任
委
員
会

９
月
25
日〔
木
〕総
務
企
画
常
任
委
員
会

９
月
26
日〔
金
〕厚
生
文
教
常
任
委
員
会

9
月
29
日〔
月
〕本
会
議

　
　
　
　
　
　
・
議
議
案
第
８
号
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
・
議
案
第
１
号
か
ら
第
６
号
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
・
議
案
第
23
号
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
・
請
願
第
07-

４
号
委
員
長
報
告
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
・
議
議
案
第
９
号
提
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
・
閉
会

　 概 　 　 要 　
　
令
和
７
年
第
６
回
臨
時
会
は
、
10
月
10
日
の
１
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
市
長
か
ら
議
案
第
１
号
令
和

７
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
の

議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
議
案
は
、
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
に
上
程
さ

れ
否
決
と
な
っ
た
議
案
第
９
号
令
和
７
年
度
鉾
田
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
及
び
議
案
第
23
号

令
和
７
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

の
内
容
に
変
更
を
加
え
た
も
の
で
、
速
や
か
に
予
算

措
置
を
し
な
け
れ
ば
、
今
後
の
市
民
生
活
に
影
響
を

及
ぼ
す
も
の
、
義
務
的
な
経
費
及
び
国
の
施
策
に
基

づ
く
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
に
お
い
て
は
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

全会一致で可決した議案等
会議名 議　　　案　　　等
第
６
回

臨
時
会

第１号 令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第８号）

令
和
７
年
第
６
回
臨
時
会　
主
な
日
程　
／　
概
要　
／　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果　
／　
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会　
主
な
日
程
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　 概 　 　 要 　
　
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
29
日
か
ら
９
月
29
日
ま
で
の
32
日
間

の
会
期
で
開
か
れ
、
市
長
か
ら
令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
な
ど
23
件
の
議
案

と
３
件
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
議
員
か
ら
１
件
、
委
員
会
か
ら
１

件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
令
和
６
年
度
各
会
計
決
算
は
、
決
算

特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
所
管
す
る
分
科
会
ご
と
で
集
中
審
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。�

（
☞ 

Ｐ
６
、
７
）

　
一
般
質
問
に
お
い
て
は
、
９
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
な
さ
れ
、
巴
川
の
河

川
氾
濫
対
策
、
保
育
幼
児
教
育
再
編
整
備
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
教
育
環
境

の
整
備
に
つ
い
て
、
副
市
長
の
職
務
に
つ
い
て
な
ど
多
く
の
内
容
を
質
し
ま

し
た
。�

（
☞ 

Ｐ
11
～
16
）

　
総
務
企
画
常
任
委
員
会
で
は
「
防
災
対
策
の
現
状
と
課
題
・
将
来
構
想
に

つ
い
て
」「
学
校
跡
地
に
つ
い
て
」
の
所
管
事
務
調
査
、
厚
生
文
教
常
任
委

員
会
で
は
請
願
審
査
の
ほ
か
「
鉾
田
南
中
学
校
施
設
機
能
及
び
中
学
校
給
食

の
現
況
調
査
」「
旭
統
合
小
学
校
施
設
等
工
事
進
捗
状
況
現
地
調
査
」
の
所

管
事
務
調
査
、経
済
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、鉾
田
市
商
工
会
青
年
部
の
方
々

と
「
市
内
商
工
業
の
振
興
と
地
域
経
済
の
発
展
に
向
け
て
」
を
テ
ー
マ
に
活

発
な
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
の
議
案
第
１
号
令
和
６
年
度
鉾
田
市
一
般
会

計
歳
入
歳
出
決
算
は
不
認
定
、
議
案
第
９
号
令
和
７
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）
及
び
議
案
第
23
号
令
和
７
年
度
鉾
田
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
７
号
）は
否
決
、
そ
の
他
の
市
長
提
出
議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
の
議
議
案
第
８
号
市
長
発
言
の
訂
正
と
謝
罪
を
求
め
る

決
議
書
並
び
に
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
か
ら
の
議
議
案
第
９
号
教
職
員
定
数

改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
に
係
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。�

（
☞ 

Ｐ
19
）

選　
挙　

 

鉾
田
・
大
洗
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

（
当
選
人
）　

岩
間　
勝
栄

全会一致で可決した議案等　／　報告を要する案件
会議名 議　　　案　　　等

第
３
回
定
例
会

第４号 令和６年度鉾田市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について
第５号 令和６年度鉾田市水道事業会計収入支出決算認定について
第６号 令和６年度鉾田市下水道事業会計収入支出決算認定について
第７号 鉾田市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について
第８号 鉾田市移動等円滑化のために必要な特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の一部改正について
第10号 令和７年度鉾田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
第11号 令和７年度鉾田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
第12号 令和７年度鉾田市介護保険特別会計補正予算（第１号）
第13号 鉾田市政治倫理審査会委員の任命について（鬼沢　洋一 氏）
第14号 鉾田市政治倫理審査会委員の任命について（方波見　隆雄 氏）
第15号 鉾田市政治倫理審査会委員の任命について（中根　智子 氏）
第16号 鉾田市政治倫理審査会委員の任命について（藤沼　浩 氏）
第17号 鉾田市政治倫理審査会委員の任命について（人見　光一 氏）
第18号 人権擁護委員の推薦について（石﨑　千惠子 氏）
第19号 人権擁護委員の推薦について（石﨑　さつ江 氏）
第20号 人権擁護委員の推薦について（塙　京子 氏）
第21号 人権擁護委員の推薦について（白井　律子 氏）
第22号 人権擁護委員の推薦について（山口　俊夫 氏）
議議案
第9号 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書の提出について

提出議案概要
はこちら

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会　
概
要　
／　
提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果
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議案第９号 �令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第６号）

議案第１号 �令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第８号）

議案第23号 �令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第７号）

補正の主な内容
・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の前年度実績に伴う国庫支出金等返還金
・加配保育士の増に伴う保育所等障害児保育事業費補助金	 ・鉾田クリーンセンターにおける可燃ごみの外部処理委託料
・さんて旬菜館における動力制御盤等の更新工事費	 ・全国瞬時警報システムの新型受信機への改修工事費
・閉校小学校解体撤去工事に係る実施設計等委託料（４校分）	 ・定期人事異動等に伴う人件費増額　など

補正の主な内容
否決された議案第 23 号令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第７号）のうち、速やかに予算措置しなければ今後の市民生活に影響を及ぼ
すもの、義務的な経費及び国の施策に基づく経費について計上するもの

・物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の前年度実績に伴う国庫支出金等返還金
・鉾田クリーンセンターにおける可燃ごみの外部処理委託料
・全国瞬時警報システムの新型受信機への改修工事費・定期人事異動等に伴う人件費増額　など

補正の主な内容
否決された議案第９号令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第６号）のうち大洋地区閉校小学校解体撤去工事に係る実施設計委託料２校分
を除いたもの

反対討論
・�閉校小学校解体撤去工事に係る実施設計等委託料 3,740 万円について，大洋地区小学校跡地４校のうち２校は学校跡地利活用事業の優先

事業者が決定しており４校分の解体設計委託料の予算計上は無駄である。令和９年３月末までに解体すれば良いためこのタイミングでの
４校分の一括計上は時期尚早である。

�賛成討論
　大洋地区の閉校小学校は大洋小学校が開校してから５年以内に解
体または売却しなければならず、解体等が間に合わなければ国から
受けられる支援を受けられなくなり市として大きな損害を受けるこ
とになりかねない。また、補正予算にはその他にも市民生活に直結
した内容が計上されている。

反対討論
　大洋地区閉校小学校解体撤去工事に係る実施設計委託料について
解体ありきで実施設計を進めるには大きな疑問を抱かざるを得な
い。利活用の可能性、民間活用の道など多様な選択肢を慎重に比較
検討すべきである。

令和７年第３回定例会

令和７年第６回臨時会

各議員の賛否が分かれた議案等
会
議
名

議員名

議案等

関
根
正
史

久
保
田　
豊

土
子
勝
也

羽
成
洋
一

鬼
澤
治
男

髙
埜
栄
治

亀
山　

彰

小
沼　

勝

根
嵜　

眞

水
上
美
智
子

入
江　

晃

岩
間
勝
栄

井
川
茂
樹

米
川
宗
司

山
口　

德

田
口
清
一

堀
田
正
衛

高
野　

衛

討 論 採
決
結
果

※議案等
　について

賛 成 反 対

第
３
回
定
例
会

第
１
号

令和6年度鉾田市
一般会計歳入歳出
決算認定について

● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

● ● ○ ○ ○ ○ ○ 鬼　澤
米　川

久保田
関　根
羽　成

不
認
定

第
2
号

令和6年度鉾田市国民
健康保険特別会計歳入
歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 久保田 高　野 認
定

第
3
号

令和6年度鉾田市後期高
齢者医療特別会計歳入
歳出決算認定について

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● 根　嵜 高　野 認
定

第
9
号

令和7年度鉾田
市一般会計補正
予算（第6号）

● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 亀　山 否
決

第
23
号

令和7年度鉾田
市一般会計補正
予算（第7号）

○ ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 米　川 久保田 否
決

議
議
案

第
8
号

市長発言の訂正
と謝罪を求める
決議書

○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ● ● ● ● 高　野 可
決

○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　退：退席　　欠：欠席　　除：除斥

否 決

否 決

可 決

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果　
／　
注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
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ここが聞きたい!! 一般質問ここが聞きたい!! 一般質問

鉾田市議会ホームページで
一般質問の会議録を公開しています!

一般質問とは？
議員が市政全般の現状や方針などを問うもので
す。ここでは、一般質問を要約して掲載します !!

①鉾田市のホームページへアクセス
　「https://www.city.hokota.lg.jp」
②市ガイド内の「鉾田市議会」クリック
③会議録をクリック
※今定例会の会議録は12月上旬公開予定です。

また、各議員の 2 次元コードを読み込むことで、
一般質問の録画放送を再生できます。

検　索鉾田市議会　会議録

議 員 名 質　問　事　項

高野　　衛

P12

1 巴川の河川氾濫対策について

2 PFAS（有機フッ素化合物）の問題
について

3 人口減少対策について

4 不法就労の問題について

土子　勝也

P12

1 公共施設等整備について

2 遊休農地等について

3 副市長の働き方と市政への取り
組みについて

髙埜　栄治

P13

1
市政運営に係る「職員不足」及び

「事業の優先順位」の具体的問題
意識と解決策について

2
持続性ある鉾田市農業推進のた
めの生産管理流通等資源の有効
活用と労働力確保について

3
隆盛を極める２ＪＡ農産物販売
所のある本市にあって、財政負
担の大きい本市が管理運営する
施設の今後の方向性について

鬼澤　治男

P13

1 今年度、再開された大竹海水浴
場について

2 鹿島灘海浜公園の再開発の方向
性について

3 街中活性化と独身男女の出会い
の場所作りイベント構想について

亀山　　彰
P14

1 保育幼児教育再編整備推進事業
について

2 副市長の職務全般について

議 員 名 質　問　事　項

水上美智子

P14

1 移動スーパーにおける買い物支
援について

2 子ども議会の開催について

3 ｅスポーツの活用について

4 医療用ウィッグについて

関根　正史

P15

1 空き家問題について

2 不正受給問題について

3 教育環境の整備について

久保田　豊

P15

1 飯名地区市有地の維持管理経費
と活用ビジョンについて

2 大洋地区小学校跡地利活用につ
いて

3 健康増進施設の管理運営並びに
譲渡について

4
鉾田市における新型コロナ関連
の各種助成金・給付金の実績につ
いて

羽成　洋一
P16

1 鹿島灘海浜公園拠点化事業の進
捗について

2 副市長の職務について

令
和
７
年
第
３
回
定
例
会　
一
般
質
問
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巴川の河川氾濫対策は

問
巴
川
鹿か
な
め行
橋ば
し
上
流
で
発

生
し
た
住
宅
床
上
浸
水

後
に
、
茨
城
県
鉾
田
工
事
事
務

所
に
お
い
て
堤
防
の
嵩
上
げ
工

事
が
始
ま
っ
た
そ
の
進
捗
状
況

を
伺
う
。

答
【
建
設
部
長
】
鹿
行
橋

か
ら
上
流
側
へ
4.8
キ
ロ

の
区
間
が
事
業
化
さ
れ
、築
堤
、

堤
脚
水
路
、
樋
管
工
事
等
が
現

在
は
１
キ
ロ
ほ
ど
継
続
し
て
行

わ
れ
て
お
り
、
嵩
上
げ
に
つ
い

て
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。ま
た
、

樋
管
に
つ
い
て
は
１
キ
ロ
ほ
ど

終
わ
っ
て
い
る
が
、
全
体
で
は

半
分
ま
で
は
終
わ
っ
て
い
な
い

と
伺
っ
て
い
る
。

問
巴
川
鹿
行
橋
周
辺
は
内

水
氾
濫
も
発
生
し
て
お

り
毎
年
の
よ
う
に
県
道
の
冠
水

に
よ
り
通
行
止
め
が
繰
り
返
さ

れ
て
い
る
。
排
水
機
場
建
設
要

望
に
対
す
る
県
の
回
答
と
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
建
設
部
長
】
県
で
は

新
た
な
排
水
機
場
を
設

置
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
現
在

計
画
は
な
い
と
伺
っ
て
い
る
。

問
巴
川
青
鳥
橋
周
辺
に
お

い
て
土
砂
が
堆
積
し
、

巴
川
の
内
側
が
中
州
状
態
と

な
っ
て
い
る
。
県
へ
の
要
望
に

対
す
る
県
の
回
答
と
対
応
に
つ

い
て
伺
う
。

答
【
建
設
部
長
】
鉾
田
工

事
事
務
所
に
お
い
て
も

状
況
を
把
握
し
て
お
り
、
流
下

能
力
に
大
き
く
影
響
が
あ
る
場

合
に
は
状
況
に
応
じ
堆
積
土
砂

を
撤
去
す
る
こ
と
も
考
え
て
い

る
と
伺
っ
て
い
る
。

問
巴
川
鹿
行
橋
下
流
、
当

間
、
野
友
方
面
は
巴
川

の
越
水
に
よ
り
、
ほ
っ
と
パ
ー

ク
の
機
械
室
が
冠
水
す
る
な
ど

大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。
当

間
、
野
友
地
内
の
巴
川
堤
防
嵩

上
げ
要
望
に
対
す
る
県
の
回
答

と
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
建
設
部
長
】
地
盤
沈

下
等
に
よ
り
堤
防
の
沈

下
等
が
見
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い

て
堤
防
の
嵩
上
げ
等
の
対
応
を

行
っ
て
い
く
考
え
が
あ
る
と

伺
っ
て
い
る
。

提
言
全
国
的
に
色
々
な

と
こ
ろ
で
台
風
、

豪
雨
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
が

発
生
し
て
い
る
よ
う
な
状
況
を

受
け
、
河
川
の
改
修
を
早
く
進

め
て
欲
し
い
と
い
う
の
が
市
民

の
要
望
で
あ
る
。
今
後
も
県
に

対
し
て
、
強
い
要
望
を
継
続
し

て
欲
し
い
。

高野　衛

飯名地区の市有地利活用と新庁舎・公共施設等整備に伴う周辺開発の考えは
土子　勝也

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
が
中
止
と
な
っ

た
飯
名
地
区
の
市
有
地
2.7 

ha
の

利
活
用
方
針
は
。
併
せ
て
新
庁

舎
・
公
共
施
設
等
整
備
に
伴
う

周
辺
開
発
の
考
え
を
伺
う
。

答
【
政
策
企
画
部
長
】
飯

名
地
区
の
市
有
地
は
、

ア
ク
セ
ス
性
、
利
便
性
等
の
優

位
性
に
優
れ
て
い
る
。
今
後
の

土
地
利
活
用
に
お
い
て
は
、
行

政
利
用
と
民
間
利
用
の
２
つ
が

考
え
ら
れ
、
現
在
は
保
育
幼
児

教
育
再
編
整
備
に
つ
い
て
議
論

が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
議
論

の
行
方
に
よ
っ
て
は
、
候
補
地

と
な
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
そ

の
状
況
を
待
っ
て
検
討
し
た
い
。

　

新
庁
舎
・
公
共
施
設
等
整
備
に

伴
う
周
辺
開
発
に
つ
い
て
は
、基

本
構
想
に
て
基
本
的
な
考
え
方
、

方
向
性
を
示
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
、非
常
に
重
要
で
あ
り
、当
然
、

民
間
活
力
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
要
素
も
大
き
い
と
思
わ

れ
る
が
、現
在
、策
定
中
の
基
本

計
画
に
お
い
て
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。
な
お
、周
辺
道
路
に

つ
い
て
は
、都
市
計
画
道
路
当
間

靭
負
線
の
事
業
区
間
早
期
完
成

及
び
未
事
業
区
間
早
期
事
業
化
、

更
に
鉾
田
工
事
事
務
所
前
交
差

点
改
良
の
要
望
書
を
市
長
よ
り

県
へ
提
出
し
て
い
る
。上
下
水
道

整
備
に
つ
い
て
は
、庁
内
調
整
を

進
め
て
お
り
、特
に
公
共
下
水
道

は
、排
水
区
域
等
の
協
議
を
県
も

含
め
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

再
質
問
鉾
田
工
事
事
務
所
前

交
差
点
は
交
通
量
も

多
く
、
ま
た
市
街
へ
向
か
う
道

路
に
は
歩
道
も
未
整
備
で
あ
る
。

新
庁
舎
等
整
備
に
よ
っ
て
、
歩

行
者
へ
の
危
険
は
増
す
も
の
と

思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

答
【
建
設
部
長
】
交
差
点

改
良
は
要
望
書
を
提
出
、

歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
市
長

か
ら
口
頭
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

意
見
要
望
は
口
頭
で
な
く
、

書
面
で
行
う
べ
き
。

安
全
性
確
保
の
た
め
、
し
っ
か

り
や
っ
て
欲
し
い
。

再
質
問
下
水
道
管
路
布
設
の

考
え
を
伺
う
。

答
【
上
下
水
道
部
長
】
下

水
道
の
現
計
画
と
し
て

は
、
市
街
の
方
か
ら
水
戸
鉾
田

佐
原
線
を
通
っ
て
鉾
田
工
事
事

務
所
の
方
に
配
管
を
延
長
す
る

計
画
で
あ
る
。
計
画
に
つ
い
て

は
、
ま
だ
全
体
計
画
に
含
ま
れ

て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後
の

事
業
課
等
と
の
調
整
・
協
議
で

決
定
さ
れ
る
用
途
区
域
等
に
併

せ
て
、
下
水
道
区
域
の
計
画
設

定
を
進
め
て
い
き
た
い
。

意
見
新
庁
舎
等
整
備
の
際

は
、
イ
ン
フ
ラ
整
備

も
き
ち
ん
と
考
え
て
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

一
般
質
問　
高
野  

衛 

議
員　
／　
土
子 

勝
也 

議
員
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大竹海岸鉾田海水浴場養浜工事の詳細と今後の計画は
鬼澤　治男

問
昨
年
度
、
海
岸
浸
食
に

伴
い
開
設
中
止
と
な
っ

た
大
竹
海
岸
鉾
田
海
水
浴
場

は
、
今
年
度
、
再
開
に
向
け
た

養
浜
工
事
等
の
対
策
が
施
さ
れ

た
。
工
事
等
の
詳
細
に
つ
い
て

伺
う
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】
養

浜
工
事
は
、
５
月
連
休

明
け
か
ら
７
月
18
日
に
か
け
て

茨
城
県
に
お
い
て
実
施
さ
れ

た
。
施
工
区
域
と
し
て
、
海
水

浴
場
区
域
約
６
０
０
ｍ
の
う

ち
、
南
側
約
４
０
０
ｍ
の
区
域

に
約
１
２
，
０
０
０
㎥
の
砂
を

投
入
し
た
。
工
事
費
用
と
し
て

約
４
，
０
０
０
万
円
と
聞
い
て

い
る
。

再
質
問
今
後
も
潮
位
の
変

化
等
に
伴
う
砂
の

流
出
等
が
考
え
ら
れ
る
。
砂
の

流
出
状
況
調
査
を
実
施
す
る
考

え
は
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】
茨

城
県
に
お
い
て
、
大
竹

海
岸
を
含
め
た
約
15
㎞
の
海
岸

線
、
約
３
７
，
０
０
０
㎥
の
流

出
を
試
算
し
て
い
る
。
今
後
も

情
報
把
握
に
努
め
て
い
く
。

問
養
浜
工
事
は
一
時
的
な

対
策
で
あ
る
。
今
後
の

砂
浜
の
浸
食
対
策
の
方
法
や
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】
現

在
、
管
理
者
で
あ
る
茨

城
県
で
は
、
様
々
な
工
法
に
つ

い
て
専
門
家
を
交
え
て
検
討
し

て
い
る
。
市
は
、
茨
城
県
に
対

し
て
海
岸
の
安
全
性
や
景
観
を

考
慮
し
た
対
策
に
つ
い
て
、
養

浜
工
事
の
継
続
を
含
め
た
要
望

活
動
を
実
施
し
て
い
く
考
え
で

す
。再

質
問
砂
の
流
出
を
防
ぐ

た
め
、
突
堤
や
人

工
リ
ー
フ
等
の
設
置
の
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

答
【
環
境
経
済
部
長
】
短

期
的
対
策
と
し
て
砂
の

補
充
、
中
長
期
的
対
策
と
し
て

潮
流
の
変
化
を
起
こ
す
人
工

リ
ー
フ
や
突
堤
、
ヘ
ッ
ド
ラ
ン

ド
な
ど
様
々
な
工
法
が
あ
る
。

慎
重
に
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

研
究
を
重
ね
、
危
険
な
潮
流
が

生
み
出
さ
れ
な
い
よ
う
対
策
を

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

財政負担の大きい鹿島灘海浜公園及びさんて旬菜館運営課題の今後の方向性は
髙埜　栄治

問
令
和
６
年
度
の
両
Ｊ
Ａ

の
直
売
所
及
び
本
市
直

売
所
の
出
荷
者
数
及
び
営
業
利

益
の
比
較
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
建
設
部
長
】
鹿
島
灘

海
浜
公
園
売
店
農
産
物

出
荷
組
合
数
は
61
名
、
経
常
利

益
は
410
万
余
円
で
あ
る
。【
環

境
経
済
部
長
】
さ
ん
て
旬
菜
館

出
荷
者
数
62
名
、
営
業
利
益

19
万
余
円
で
す
。
サ
ン
グ
リ
ー

ン
旭
及
び
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
な
だ
ろ
う
の
出
荷
者
数

は
夫
々
316
名
、
294
名
と
な
っ
て

い
る
。

問
鹿
島
灘
海
浜
公
園
管
理

運
営
の
収
支
と
本
市
行

政
負
担
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
建
設
部
長
】
茨
城
県

か
ら
の
鹿
島
灘
海
浜
公

園
管
理
委
託
金
及
び
公
園
利
用

料
合
わ
せ
て
１
８
３
９
万
余
円

で
、
本
市
が
施
設
部
を
含
め
て

鉾
田
市
健
康
づ
く
り
財
団
へ
支

払
っ
た
公
園
全
体
の
管
理
委
託

料
は
５
２
３
３
万
余
円
で
あ
る
。

提
案
茨
城
県
か
ら
の
委
託

料
は
１
８
２
３
万
余

円
し
か
な
く
市
負
担
は

３
４
０
９
万
余
円
と
大
き
く

な
っ
て
い
る
。
国
土
交
通
省
で

は
、
国
立
公
園
の
活
用
促
進
に

宿
泊
施
設
等
誘
致
の
た
め
星
野

リ
ゾ
ー
ト
等
民
間
事
業
提
案
等

を
求
め
て
い
る
。
本
市
で
も
単

に
道
の
駅
構
想
で
は
な
く
、

ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
の
あ
る
民
間

事
業
者
に
提
案
を
仕
掛
け
る
こ

と
で
、
鉾
田
市
の
知
名
度
ア
ッ

プ
と
観
光
誘
客
に
繋
が
る
と
思

う
の
で
是
非
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

答
【
市
長
】
鹿
島
灘
海
浜

公
園
は
鉾
田
市
の
み
な

ら
ず
茨
城
県
に
お
い
て
も
宝
と

考
え
る
。
ご
提
案
を
踏
ま
え
取

り
組
み
た
い
。

問
鹿
島
灘
海
浜
公
園
拠
点

化
事
業
に
係
る
国
土
交

通
省
及
び
茨
城
県
と
の
調
整
進

捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
建
設
部
長
】
国
と
は

５
月
に
道
の
駅
化
に
向

け
障
害
者
及
び
妊
産
婦
用
ス

ペ
ー
ス
の
必
要
性
等
及
び
整
備

範
囲
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

問
さ
ん
て
旬
菜
館
の
維
持

管
理
の
改
善
に
向
け
た

借
地
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
伺

う
。答

【
環
境
経
済
部
長
】
借

地
料
は
所
有
者
５
人
に

124
万
余
円
、管
理
委
託
料
を（
一

社
）
鉾
田
市
観
光
物
産
協
会
へ

400
万
円
を
支
払
っ
て
い
る
。

提
案
利
益
が
19
万
円
程

度
し
か
出
せ
な
い

施
設
で
は
大
洋
地
区
の
振
興
に

繋
が
っ
て
い
る
の
か
疑
問
で
あ

り
、
施
設
の
無
償
譲
渡
も
含
め

生
産
出
荷
者
と
の
協
議
を
い
た

だ
き
た
い
。

一
般
質
問　
髙
埜 

栄
治 

議
員　
／　
鬼
澤 

治
男 

議
員
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保育・幼児教育に対する市の考えは

問
市
内
保
育
・
幼
児
教
育

環
境
に
つ
い
て
、
現
在

の
各
施
設
の
状
況
と
利
用
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
福
祉
事
務
所
長
】
施

設
の
状
況
は
、
市
内
公

立
幼
稚
園
で
、
旭
幼
稚
園
が
築

四
十
二
年
、
鉾
田
北
幼
稚
園
が

築
二
十
二
年
、
鉾
田
幼
稚
園
が

築
四
十
七
年
、
つ
ば
さ
幼
稚
園

が
築
三
十
五
年
、
ま
た
市
内
保

育
所
八
か
所
の
う
ち
、
公
立
施

設
で
あ
る
第
一
、
第
二
保
育
所

と
も
に
築
四
十
四
年
を
経
過
し

て
い
る
。次
に
、八
月
一
日
現
在

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
市

内
幼
児
教
育
施
設
は
、
利
用
定

員
三
〇
七
人
に
対
し
て
利
用
者

数
八
十
八
人
、
入
所
率
二
十
九 

％
で
す
。
市
内
保
育
施
設
は
、

利
用
定
員
一
、〇
一
五
人
に
対

し
て
利
用
者
数
八
八
五
人
、
入

所
率
八
十
七
％
で
す
。

再
質
問
公
立
幼
稚
園
及
び

保
育
園
の
定
員
基

準
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
福
祉
事
務
所
長
】
保

育
園
は
、
毎
年
各
保
育

所
か
ら
利
用
定
員
の
申
し
出
を

受
け
て
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

等
で
決
定
し
て
い
る
。

答
【
教
育
部
長
】
幼
稚
園

入
園
希
望
の
需
要
や
施

設
の
規
模
等
に
基
づ
い
て
設
定

し
て
い
る
。

問
公
立
認
定
こ
ど
も
園
整

備
に
向
け
た
現
在
の
市

の
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
福
祉
事
務
所
長
】
各

関
係
機
関
と
の
議
論
、

説
明
が
不
十
分
で
あ
る
と
の
議

会
か
ら
の
指
摘
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
再
編
整
備
に
向
け
、
基

本
的
な
考
え
方
や
方
針
を
整
理

し
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た
計

画
的
な
整
備
を
進
め
る
た
め
、

各
関
係
機
関
等
と
の
協
議
に
よ

り
方
針
の
策
定
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
今
後
、
保
育
園
利
用
者

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
幅

広
く
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾

け
、
方
針
案
に
つ
い
て
は
、
年

内
を
目
標
に
お
示
し
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

提
言
現
在
の
子
育
て
世

代
に
お
い
て
、
生

活
習
慣
や
子
育
て
環
境
は
非
常

に
多
様
化
し
て
い
る
。
新
た
な

認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
場
所
あ

り
き
で
は
な
く
、
幼
児
教
育
を

希
望
す
る
市
民
が
い
れ
ば
、
そ

の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
運
営

方
法
等
民
間
事
業
者
と
の
協
議

を
行
う
な
ど
、
市
の
将
来
を
見

据
え
、
整
備
に
向
け
た
協
議
を

し
っ
か
り
進
め
て
欲
し
い
。

答
【
福
祉
事
務
所
長
】
提

言
を
踏
ま
え
、
今
後
も

迅
速
に
議
論
を
進
め
て
い
く
。

先
ず
は
、
方
針
策
定
に
向
け
て

努
め
て
い
く
。

亀山　彰

子ども議会を開催する考えは
水上　美智子

問
七
年
前
に
開
催
し
た
子

ど
も
議
会
で
明
ら
か
と

な
っ
た
運
営
方
法
等
の
課
題
を

改
善
し
た
上
で
、
市
政
へ
の
関

心
と
参
画
意
識
の
醸
成
、
郷
土

愛
着
の
取
組
み
と
し
て
子
ど
も

議
会
開
催
に
つ
い
て
市
の
考
え

を
伺
う
。

答
【
教
育
部
長
】
当
時
開

催
し
た
子
ど
も
議
会
で

の
課
題
と
し
て
、
学
習
内
容
な

ど
は
好
評
だ
っ
た
一
方
で
、
質

問
時
間
が
短
い
こ
と
、
再
質
問

が
な
い
な
ど
の
進
行
上
の
課
題

や
参
加
で
き
る
生
徒
が
少
な

い
、
事
前
学
習
の
準
備
時
間
の

不
足
な
ど
の
意
見
が
あ
っ
た
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
や
意

見
に
対
し
て
各
関
係
機
関
と
協

議
を
重
ね
な
が
ら
子
ど
も
議
会

の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め

て
い
く
。

再
質
問
開
催
を
前
に
生
徒

自
身
が
し
っ
か
り

市
の
課
題
等
を
学
習
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
職
員
が

各
学
校
へ
出
向
く
出
前
講
座
を

実
施
す
る
考
え
に
つ
い
て
伺

う
。答

【
教
育
部
長
】
市
政
へ

の
関
心
を
高
め
る
た

め
、
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
関
心

の
高
い
テ
ー
マ
に
つ
い
て
職
員

を
派
遣
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ

る
。再質

問
子
ど
も
議
会
の
様

子
を
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
へ
録
画
配
信
す
る

考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
教
育
部
長
】
生
徒
の

保
護
者
方
の
了
解
や
市

議
会
と
の
協
議
を
経
た
上
で
実

施
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

再
質
問
改
め
て
教
育
長
か

ら
子
ど
も
議
会
開

催
に
向
け
た
思
い
を
伺
う
。

答
【
教
育
長
】
中
学
生
が

市
議
会
の
仕
組
み
を
理

解
し
て
、
自
ら
の
考
え
を
ま
と

め
て
発
言
す
る
こ
と
は
大
変
貴

重
な
機
会
と
捉
え
て
い
る
。
教

育
環
境
、地
域
の
安
全
、福
祉
、

環
境
な
ど
多
様
な
課
題
に
つ
い

て
主
体
的
に
意
見
を
述
べ
る
こ

と
は
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
社

会
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚

す
る
上
で
も
大
き
な
深
い
学
び

が
で
き
る
も
の
と
考
え
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
も
、
子
ど
も

た
ち
が
主
体
的
に
学
ん
で
、
地

域
を
共
に
担
う
存
在
と
し
て
成

長
で
き
る
よ
う
、
事
前
事
後
の

学
習
と
併
せ
て
子
ど
も
議
会
の

充
実
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
。

一
般
質
問　
亀
山  

彰 

議
員　
／　
水
上 

美
智
子 

議
員
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飯名地区市有地の維持管理費と活用ビジョンは
久保田　豊

問
飯
名
地
区
文
化
施
設
と
し

て
予
定
し
て
い
た
面
積
、

購
入
費
、土
地
提
供
者
数
を
伺
う
。

答
【
政
策
企
画
部
長
】
用

地
買
収
し
た
面
積
は
、

16
筆
で
２
万
７
，２
１
１
㎡
、
購

入
費
用
は
、
１
億
６
，０
８
２
万 

６
，０
０
０
円
、
土
地
提
供
者
は

14
名
で
し
た
。

再
質
問
当
初
、
ど
の
よ
う
な

施
設
を
予
定
し
て
土

地
を
購
入
し
、
ど
の
よ
う
な
地

域
の
未
来
を
考
え
て
行
っ
た
事

業
な
の
か
伺
う
。

答
【
政
策
企
画
部
長
】
町

村
合
併
時
、
文
化
複
合

施
設
と
し
て
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
位
置
付
け
た
事
業
で
、

（
仮
称
）
鉾
田
市
民
交
流
館
整
備

事
業
と
し
て
、ホ
ー
ル
や
展
示
室
、

会
議
室
等
を
備
え
、
延
べ
床
面

積
約
６
，４
７
９
㎡
、
駐
車
場
台

数
350
台
を
予
定
し
て
い
た
。

再
質
問
市
の
未
来
を
思
っ
て

土
地
を
提
供
さ
れ
た

方
々
に
対
し
て
、
市
は
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
【
政
策
企
画
部
長
】
先

祖
代
々
受
け
継
が
れ
て

き
た
大
切
な
財
産
を
お
譲
り
頂

い
た
と
思
っ
て
い
る
。
市
に
と
っ

て
有
用
な
土
地
と
し
て
計
画
し

て
い
く
考
え
で
、
今
後
も
最
大

限
利
活
用
に
努
め
て
い
く
。

問
土
地
購
入
後
の
年
度
別

維
持
管
理
費
に
つ
い
て

伺
う
。

答
【
政
策
企
画
部
長
】
主

に
除
草
等
や
立
木
伐
採

の
委
託
業
務
で
、
平
成
30
年
度

か
ら
令
和
６
年
度
を
平
均
す
る

と
、
約
50
万
円
程
度
支
出
し
て

い
る
。

問
事
業
中
止
に
よ
る
支
出

総
額
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
政
策
企
画
部
長
】（
仮

称
）市
民
交
流
館
整
備
事

業
と
し
て
委
託
料
、工
事
費
、用
地

取
得
費
等
合
計
５
億
４
，３
８
９ 

万
４
，０
０
０
円
、（
仮
称
）子
育
て・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
と
し
て
は
、委
託
料
、賠
償
金
等

合
計
で
６
，８
９
４
万
１
，０
０
０ 

円
で
、２
つ
の
事
業
を
合
わ
せ
て
総

額
６
億
１
，２
８
３
万
５
，０
０
０ 

円
を
支
出
し
て
い
る
。

再
質
問
住
民
は
、お
金
を
使
っ

た
の
に
何
も
残
ら
な

か
っ
た
と
受
け
止
め
て
い
る
。

こ
の
認
識
を
ど
う
転
換
さ
せ
て

い
く
の
か
伺
う
。

答
【
政
策
企
画
部
長
】
結

果
と
し
て
、
現
在
空
き

地
で
あ
る
こ
と
は
残
念
に
思
う

が
、
そ
の
時
々
で
最
適
な
判
断

の
も
と
進
め
て
き
た
。
今
後
も

有
効
な
活
用
を
し
っ
か
り
考
え

て
い
く
。

問
将
来
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
伺
う
。

答
【
政
策
企
画
部
長
】
飯

名
地
区
市
有
地
は
、
幹

線
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
に
加

え
、
近
隣
に
商
業
施
設
が
立
地

す
る
利
便
性
な
ど
優
位
性
の
あ

る
土
地
で
あ
る
。
現
在
、
保
育
・

幼
児
教
育
再
編
整
備
に
つ
い
て

議
論
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
動
向

を
待
っ
た
上
で
利
活
用
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
く
。

新たに通学路を利用する児童の交通安全対策は
関根　正史

問
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
更
新
と
危
険

箇
所
の
改
善
点
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
教
育
部
長
】
令
和
七

年
度
の
取
組
状
況
は
、

八
月
十
八
日
、
二
十
一
日
に
通

学
路
交
通
安
全
推
進
会
議
を
開

催
し
、
各
小
中
学
校
か
ら
提
出

さ
れ
た
通
学
路
の
危
険
箇
所

三
十
二
箇
所
の
確
認
及
び
対
策

方
針
の
協
議
を
行
っ
た
。
今
後
、

各
所
管
で
対
策
検
討
を
行
い
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
案
を
作
成
の
上
、

年
度
末
に
公
表
を
予
定
し
て
い

る
。
ま
た
、
主
な
危
険
箇
所
の

改
善
策
は
、
歩
道
や
横
断
歩
道

の
整
備
、
路
面
標
示
の
引
き
直

し
、
繁
茂
樹
木
の
伐
採
等
の
ハ
ー

ド
対
策
、
交
通
安
全
指
導
等
の

ソ
フ
ト
対
策
と
な
っ
て
い
る
。

再
質
問
更
新
や
改
善
に
あ
た

り
ど
の
よ
う
な
基
準

で
危
険
度
を
判
断
し
、
優
先
順

位
を
付
け
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
【
教
育
部
長
】
各
学
校

か
ら
優
先
順
位
を
付
け

た
危
険
箇
所
に
つ
い
て
、
特
に

事
故
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場

所
な
ど
緊
急
性
が
高
い
箇
所
は
、

最
優
先
対
策
箇
所
と
し
て
い
る
。

再
質
問
危
険
箇
所
の
改
善
が

見
え
な
い
と
の
声
を

聞
く
が
、
実
際
に
危
険
箇
所
の

改
善
に
結
び
つ
い
た
事
例
に
つ

い
て
伺
う
。

答
【
教
育
部
長
】
令
和
五

年
度
及
び
六
年
度
の
対

策
協
議
箇
所
は
五
十
二
件
、
う

ち
対
策
箇
所
は
二
十
五
件
で
す
。

具
体
策
と
し
て
、
雑
草
繁
茂
箇

所
の
除
草
、
警
戒
看
板
や
カ
ー

ブ
ミ
ラ
ー
、
ラ
バ
ー
ポ
ー
ル
等

の
設
置
、
外
側
線
や
停
止
線
の

引
き
直
し
、
道
路
の
補
修
等
を

実
施
し
て
い
る
。

再
質
問
今
後
の
更
新
に
あ
た

り
、
優
先
的
に
改
善

す
べ
き
課
題
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。
子
ど
も
の
命
を
守
る
実
効

性
の
あ
る
仕
組
み
に
す
る
た
め

に
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
強
化

を
図
る
の
か
伺
う
。

答
【
教
育
部
長
】
各
学
校

で
は
、
児
童
生
徒
に
対

す
る
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
指
導
の

ほ
か
、
周
囲
の
状
況
に
注
意
し
て

通
行
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指

導
す
る
と
と
も
に
、
保
護
者
や
地

域
が
危
険
箇
所
や
交
通
安
全
に
対

す
る
共
通
理
解
を
図
り
、
一
層
の

安
全
確
保
の
取
組
み
を
推
進
し
て

い
く
考
え
で
す
。

提
言
通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
子
ど

も
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
に
極

め
て
重
要
な
取
組
み
で
あ
る
が
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一
度
策
定
す
れ
ば

終
わ
り
で
は
な
く
、
現
場
実
態

に
即
し
て
不
断
に
改
善
し
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ

け
通
学
時
間
帯
の
現
地
確
認
や

地
域
住
民
、
保
護
者
か
ら
の
通

報
を
踏
ま
え
た
危
険
箇
所
の
把

握
、
そ
し
て
改
善
優
先
順
位
の

明
確
化
が
必
要
で
あ
る
。更
に
、教

育
委
員
会
、警
察
、道
路
管
理
者
、

地
域
住
民
が
連
携
し
た
点
検
を

定
期
的
に
行
い
、
改
善
策
を
横

断
的
に
進
め
、
子
ど
も
た
ち
の

安
全
、安
心
に
努
め
て
頂
き
た
い
。

一
般
質
問　
関
根 

正
史 

議
員　
／　
久
保
田 

豊 

議
員
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副市長の職務範囲とその状況は

問
副
市
長
の
兼
業
等
が
認

め
ら
れ
る
範
囲
に
つ
い

て
伺
う
。

答
【
総
務
部
長
】
地
方
自

治
法
第
166
条
、
同
条
が

準
用
す
る
同
法
第
141
条
及
び
第

142
条
の
規
定
に
よ
り
、
国
会
議

員
や
他
の
地
方
公
共
団
体
の
常

勤
職
員
等
に
就
く
こ
と
、
本
市

と
請
負
等
の
利
害
関
係
を
有
す

る
法
人
や
団
体
役
員
等
に
就
く

こ
と
は
明
確
に
禁
止
さ
れ
て
い

る
。
副
市
長
の
兼
業
が
認
め
ら

れ
る
の
は
、
本
市
と
の
利
害
関

係
が
一
切
な
く
、
公
益
性
が
高

く
、
公
務
へ
の
支
障
や
利
益
相

反
の
懸
念
が
な
い
場
合
に
限
ら

れ
る
。

再
質
問
副
市
長
が
一
般
社
団

法
人
地
方
創
生
振
興

機
構
の
代
表
者
で
あ
る
こ
と
と

併
せ
、以
前
行
政
区
長
を
さ
れ
て

い
た
時
の
報
酬
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
副
市
長
】
現
在
、
私

が
一
般
社
団
法
人
地
方

創
生
振
興
機
構
の
代
表
理
事
を

無
報
酬
で
務
め
て
い
る
。
ま
た
、

本
年
３
月
ま
で
勤
め
て
い
た
行

政
区
長
は
年
間
12
万
円
の
報
酬

が
支
給
さ
れ
て
い
た
と
記
憶
し

て
い
る
。

再
質
問
副
市
長
は
特
別
職
地

方
公
務
員
で
あ
る

が
、
行
政
区
長
の
職
は
、
地
方

公
務
員
法
第
38
条
の
規
定
に
抵

触
し
な
い
の
か
伺
う
。

答
【
総
務
部
長
】
以
前
は
、

行
政
区
長
の
位
置
づ
け

と
し
て
公
的
な
役
割
と
示
さ
れ

て
い
た
が
、
現
時
点
で
は
、
特

別
職
の
公
務
員
等
の
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。

再
質
問
兼
業
の
場
合
は
、
副

市
長
に
限
ら
ず
職
員

も
可
能
な
の
か
伺
う
。

答
【
総
務
部
長
】
特
別
職

地
方
公
務
員
の
兼
業
は
、

法
令
上
の
直
接
的
な
制
約
は
設

け
ら
れ
て
お
ら
ず
限
定
的
で
あ

る
が
、
一
般
職
地
方
公
務
員
の

兼
業
は
、
法
律
に
基
づ
き
原
則

禁
止
で
、
例
外
的
に
任
命
権
者

の
許
可
を
受
け
て
従
事
が
可
能

と
な
る
違
い
が
あ
る
。

問
副
市
長
の
地
元
牛
久
市

内
で
は
、
本
人
の
立
て

看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
た
り
、

昨
年
10
月
に
は
講
演
会
を
開
催

さ
れ
て
い
る
。
法
律
に
抵
触
し

な
い
と
は
い
え
、
こ
の
状
況
を

鉾
田
市
民
の
中
に
は
疑
念
を

持
っ
て
い
る
方
も
い
る
。
鉾
田

市
民
の
た
め
の
活
動
を
実
施
し

な
い
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答
【
副
市
長
】
講
演
会
は

牛
久
市
民
の
た
め
に
実

施
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
今

後
要
望
が
あ
れ
ば
鉾
田
市
民
に

向
け
た
道
の
駅
セ
ミ
ナ
ー
な
ど

を
開
催
さ
せ
て
頂
き
た
い
。

再
質
問
要
望
の
有
無
に
と
ら

わ
れ
ず
、
積
極
的
な

市
内
で
の
活
動
如
何
に
つ
い
て

伺
う
。

答
【
副
市
長
】
今
後
、
鹿

島
灘
海
浜
公
園
拠
点
化

基
本
計
画
に
移
行
す
る
前
の
段

階
で
、道
の
駅
化
に
向
け
て
市
民

と
の
認
識
の
す
り
合
わ
せ
を
行

わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

羽成　洋一

採択 請願第07-4号

【請願内容】
　学校現場では、子どもの貧困・いじめ・不登校、教員の長時間労働や未配置など、解決すべき課
題が山積しており、子どもたちのゆたかな学びや学校の働き方改革を実現するためには、加配の増
員や少数職種の配置増など教職員定数改善が不可欠である。
　このことから国の施策として定数改善にむけた財源保障をし、子どもたちが全国のどこに住んで
いても、ゆたかな子どもの学びを保障するため、義務教育費国庫負担制度の堅持を求めるもの。

【審査経過】
　厚生文教常任委員会に付託された本請願を、請願紹介議員及び参考人の出席を求めて審査しまし
た。審査においては、教職員組合の加入状況や、これまでの請願提出による法改正などの成果、昨
年の県内請願提出先での採択等の結果、給特法の一部改正法案にある「業務の３分類」の内容に質
疑がなされました。審査の結果、本請願は願意妥当であると認め、全会一致で採択となりました。
　なお、本会議においても全会一致で採択となりました

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のため
の政府予算に係る意見書採択を求める請願

国に対し意見書を提出しました

　 請 願 審 査 　 

一
般
質
問　
羽
成 

洋
一
議
員　
／　
請
願
審
査
報
告
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　 議 会 活 動 報 告　 

　茨城県県民生活環境部生活文化課並びに環境対策課、営業戦略
部空港対策課の職員を招いて、情報交換会を実施しました。はじ
めに本年７月に策定された「茨城空港将来ビジョン～首都圏第３
の空港を目指して～」における茨城空港が今後目指すべき姿・果
たすべき役割・それらを実現するための取組みについて、併せて
茨城空港利用促進協議会が取り組む利用促進活動の説明を受けま
した。この説明を受け、委員からは、地域住民の声をどのように
反映させたのか、空港までのアクセス道路や高速道路の延伸につ
いての考え、他のLCCとの協議状況、利用促進の取り組みなどについて質疑応答がなされました。
　続いて、航空自衛隊百里基地における航空機騒音対策、訓練時の安全確保対策についての説明を受け
ました。委員からは、航空機騒音測定地点の増設の考え、住宅防音工事の実施状況、F-2戦闘機のAGG
訓練時における騒音問題、周辺自治体との連携した要望活動の考えについて、情報交換がなされました。
　この情報交換会で学び知り得たことを、今後の委員会活動に活かすとともに、住民生活の安全・安心
と福祉の向上に寄与すべく、茨城空港及び航空自衛隊百里基地の今後の動向について注視してまいりま
す。

百里基地・茨城空港に関する調査特別委員会（令和７年８月21日）
　茨城空港の将来像、百里基地の航空機騒音・安全対策などについて、茨城県担当者と情報
交換会を実施しました。

令
和
７
年
第
５
回
臨
時
会

　 主 な 日 程　 
７
月
14
日
〔
月
〕
本
会
議

　
　
・
開
会

　
　
・
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・
会
期
の
決
定

　
　
・
諸
般
の
報
告

　
　
・�

市
長
提
出
議
案
説
明
・
質
疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
（
議
案
第
１
号
及
び
第
２
号
）

　
　
・
鉾
田
・
大
洗
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員
選
挙

　
　
・�

大
洗
、鉾
田
、水
戸
環
境
組
合
議
会
議
員
選
挙

　
　
・
閉
会

　 概　要　 
　
令
和
７
年
第
５
回
臨
時
会
は
、
７
月
14
日
の
１
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
議
案
は
、
市
長
か
ら
一
般
会
計
補
正
予
算
と
鉾
田

市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
計
２
件
が
提
出
さ
れ
、

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た
全
て
の
議
案
は
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙　

 

鉾
田
・
大
洗
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

（
当
選
人
）　

髙
埜　
栄
治

選
挙　

 

大
洗
、
鉾
田
、
水
戸
環
境
組
合
議
会
議
員

（
当
選
人
）　

根
嵜　
　
眞

全会⼀致で可決した議案等
会議名 議　　　案　　　等

第５回
臨時会

第１号 令和７年度鉾田市一般会計補正予算（第５号）

第２号 鉾田市監査委員の選任について（米川　宗司議員を選任）
市長提出議案
概要はこちら

令
和
７
年
第
５
回
臨
時
会 

主
な
日
程　
／　
概
要　
／　
提
出
議
案
と
審
議
結
果　
／　
議
会
活
動
報
告
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　 議 会 活 動 報 告　 

�地域特産品を活かした 
地域活性化イベントについて

　令和７年10月９日、「ほこたやさいとパンマ
ルシェ」及び「ほこたサンライズメロンカフェ」
に関心を持たれ千葉県香取市生活経済建設常任
委員会の皆様が鉾田市に行政視察に来られまし
た。鉾田市商工観光課より「ほこたやさいとパ
ンマルシェ」及び「ほこたサンライズメロンカ
フェ」の説明をさせていただき、鉾田市商工会
からは「鉾田いっぴんマルシェ」について説明
させていただきました。活発な意見交換がなさ
れ、有意義な場となりました。

千葉県香取市　生活経済建設常任委員会　視察受入れ（令和7年10月９日）

　 委 員 会 活 動 報 告　 

総務企画常任委員会（９月25日）
【所管事務調査】

〇�防災対策の現状と課題、将来の構想につ
いて
　�　鉾田市役所敷地内の防災倉庫内を確認

し、倉庫の設置箇所、初期対応、備蓄品、
医薬品、廃棄処分方法、停電時対応、消
防団との連携などの説明を受け、防災協
定や防災 E メールなどについて質疑が行
われました。

〇学校跡地について
　�　一般公募における優先事業者の評価の基準と評価結果及び事業

内容の説明を受け、事業者の事業執行できる信頼性について委員
から多くの質疑が行われました。

議
会
活
動
報
告　
［
視
察
受
入
れ
］　
／　
委
員
会
活
動
報
告
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　 委 員 会 活 動 報 告　 

経済建設常任委員会（９月24日）
【意見交換会】
〇�「市内商工業の振興と地域経済の発展に

向けて」をテーマに、鉾田市商工会青年
部をお迎えし、２班の分科会に分かれ、
それぞれが思う現状と課題、要望等の意
見が出されました。意見として、市内の
インターチェンジ付近に、消費が期待出
るようにインフラ整備、働く場所と子育
て環境の充実、市の補助事業で農業以外
にも対象として欲しいなど、全体会で意
見を確認し合うことが出来ました。

厚生文教常任委員会（９月26日）
【請願審査】
審議結果：採択（詳細については16ページに）
〇請願第 07 ‐ 4 号
　教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択を求める請
願について

【所管事務調査】
〇�鉾田南中学校施設機能及び中学校給食の現況調
査について
　校舎内各教室の活用状況、雨天時の結露の状
況、トイレの改修状況、給食の栄養管理・栄養
士等の人数や突発的な給食の代替え品の対応な
ど直接学校の先生や栄養士、給食センターの職
員の意見を聞くことができました。

〇�旭統合小学校施設等工事進捗状況現地調査につ
いて
　工事進捗状況が工程通りであること、2 階か
ら、1 階の昇降口など吹き抜けの特徴、廊下と
教室の間仕切りが少ないことなど、新校舎の特
徴の説明を受け、教室のエアコンや、音楽室、
職員室などでも現在の学校建築について委員か
ら質問がありました。

委
員
会
活
動
報
告
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理解できた
10%

概ね理解できた
75%

あまり理解
できなかった

5%

未回答10%

理解できた
10%

概ね理解できた
65%

未回答15%

あまり理解
できなかった
10%

行政のチェック
29%

未回答10%

政策提案
37%

議員の政治姿勢
8%

市民との対話
16%

〔複数回答可〕

ア ン ー 結ケ ト 果

鉾
田

市
議

会
だ

よ
り

N
o.81 2025.10.31

発
行

／
鉾

田
市

議
会

　
編

集
／

鉾
田

市
議

会
広

報
編

集
委

員
会

〒
311-1592　

茨
城

県
鉾

田
市

鉾
田

1444番
地

1　
☎

0291-36-7939
　

FAX 0291-33-6002  Eメ
ー

ル
 gikai@

city.hokota.lg.jp

編
集
委
員

委 員 長　鬼澤　治男
副委員長　水上美智子
委　　員　久保田　豊　 土子　勝也
　　　　　羽成　洋一　 小沼　　勝
　　　　　根嵜　　眞　 入江　　晃

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

議会を傍聴してみませんか!
次回の定例会は

12月4日㈭〜
開会は午前10時です

事前の予約は不要ですので、市役所３階事務局前
にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。
※日程は変更になる場合があります。

令和７年第４回定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

11/30 12/1 2 3 4 5 6
本会議
（開会）

7 8 9 10 11 12 13
一般質問 一般質問 一般質問

14 15 16 17 18 19 20
常任
委員会

常任
委員会

常任
委員会

本会議
（閉会）

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 1/1 1/2 1/3
元日

※日程は変更になる場合があります。
令和7年第3回定例会延べ傍聴者数 　　　23名
議会映像配信視聴数　　　　　　462アクセス

(令和７年８月29日～令和７年９月29日)

■その他、市議会についてのご意見 ――――――――――――――――――――――――
・多方面の質問よりひとつの事に掘り下げた質問が聞きたい（男性／60代）
・�未達の案件等にとことん追求してほしい、子どもを増やす鉾田市独自対策、良い投資をしないと子供

は増えないと思います（男性／60代）
・�東関道の全通による交通インフラ整備、農業生産物の物流拠点の整備事業の計画についてどのよう

な意見が出ているか？市民の関心を高める広報活動はできているのか？議会に取り上げていただき
たい。（男性／60代）

　傍聴者のみなさまに「鉾田市議会に関するアンケート」のご協力をお願いいたしました。その結果
20 名の方からご意見をいただくことができました。下記にアンケート結果の抜粋を掲載いたします。

今後も市民に開かれた議会を目指すため実施する予定ですので
みなさまの議会に対する声をお聞かせください。
アンケートにご協力いただきありがとうございました！！

鉾 田 議 に す市 会 関 る

議員の発言について 執行部の発言について 議会・議員に期待すること


